
栗原市キッズランド整備基本計画(素案) 概要版 
 

はじめに 

① 計画の目的 

子育て世代を中心に、雨天時や冬期間、猛暑時においても安心して利用できる屋内

遊戯施設及びこれと一体的に利用できる屋外遊戯場の整備が求められています。 

 こうした状況を踏まえ、子どもの健やかな成長と親子の交流促進を図るとともに、

移住・定住の促進及び地域活性化に資することを目的として、屋内外遊戯施設「栗

原市キッズランド」を整備するものです。 

 本基本計画は、令和７年９月に策定した「キッズランド整備事業に係る基本方針」

を踏まえ、設計の前提となる基本的な考え方及び今後の実施設計及び整備に関する

基本的事項を示すものです。 

② 施設整備の基本方針(令和７年９月策定)  

 

 ・乳幼児から小学生を対象とした、遊びを通じた健やかな成長の支援 

 ・季節や天候に左右されない遊び環境 

 ・安全性の確保と誰もが利用できるインクルーシブな施設 

 ・地域交流と賑わいの創出 

２ 計画地の選定 

① 計画地域の選定 

都市計画マスタープランの位置づけ、道路ネットワーク、公共交通を活かした交流促進、整備可能な市有地の有無に関する調査結果を踏まえ、

各計画候補地域について、「◎」を５点、「○」を３点、「△」を 1 点として数値化し、各項目の合計点を評価点として算出しました。 

その結果、最も高い評価点を得た「e.東北新幹線くりこま高原駅周辺」を計画地域として選定します。 

計画候補地域 
都市計画マスタープラン 

の位置づけ 
道路ネットワーク 

公共交通を活かした 

交流促進 

整備可能な市有地の 

有無 
評価点 

a.築館地域の中心地 
△

(１) 商業・業務・行政機能

が集積する都市拠点 

〇

(3) 

幹線道路及び高速道路等に

よる広域的なアクセス性を

有する 

〇

(３) 

路線バス 

高速バス 

△

(１) 
無 (８) 

b.若柳地域の中心地 
△

(１) 

〇

(３) 

幹線道路へのアクセスが 

良好 

〇

(３) 

路線バス 

高速バス 

△

(１) 
無 (８) 

c.栗原中央病院周辺 
◎

(５) 

広場・公園機能や多世

代交流機能等の充実 

〇

(３) 

幹線道路へのアクセスが 

良好 

△ 

(１) 
路線バス 

△

(１) 
無 (１０) 

d.みやぎ県北高速幹線道

路と国道４号築館バイ

パス交差部周辺 

△

(１) 

広域交通を活かした産

業復興や産業・観光機

能の集積 

◎

(５) 

幹線道路及び高速道路等に

よる広域的なアクセス性を

有する 

△ 

(１) 
路線バス 

△

(１) 
無 (８) 

e.東北新幹線くりこま 

高原駅周辺 

◎

(５) 

交流人口の拡大や移住

促進 

〇

(３) 

幹線道路へのアクセスが 

良好 

◎

(５) 

路線バス 

高速バス 

新幹線駅 

◎

(５) 
有 (１８) 

② 計画地の選定 

「e.東北新幹線くりこま高原駅周辺」において、市有地であり、既存の都市公園との一体的な利活用が可能であるため、「志波姫カリヨン 

公園」を計画地として選定します。 １ 施設整備に関する要望・意見のまとめ 

  「栗原市子ども・子育て会議」での検討や子育て世帯へのアンケート調査結果か

ら、次の施設整備に関する要望や意見がありました。 

・タワー遊具、ネット遊具及びトランポリン等の身体を大きく使う大型遊具、子ど

もの発達や学びにつながる環境の整備 

・年齢や発達段階に応じた安全設計や遊具の安全対策の徹底による、安全性と遊び

の充実の両立 

・安全確保・事故防止のため、年齢毎に遊びのエリア分けされた空間 

・屋内外の遊び空間の設置や自由に身体を動かせる環境の確保 

・親子が滞在しやすい環境、保護者あるいは子ども同士の交流可能な環境 

・ロッカーやベビーカー置き場、授乳室など付帯設備の設置、飲食スペースやイベ

ント対応機能など、利用者の利便性と滞在性の確保 

・持続可能な運営に向けた料金体系、安全管理・維持管理体制の構築 

・平日の利用促進に向け、保育所・幼稚園・小学校等での活用 

・障がいの有無にかかわらず利用可能なバリアフリー環境やインクルーシブ対応 

３ 施設計画 

① 施設機能・諸室計画 

本施設の年間利用者数は、年間 300 日の開館を前提に、近隣類似施設の利用実績等を参考とし、年間約 5 万人程度と想定します。 

施設機能 諸室名 諸室概要 諸室面積 

年齢別空間機能 

乳幼児、幼児、小学生の発達段階に応じた遊び環境を確保するた

め、乳児用部屋、幼児用部屋、大型遊具ひろばなどを配置する。 

乳幼児室 ０～２歳児向けの静的で安全性に配慮した遊びができる空間 

約 640m² 幼児室 未就学児(３歳～６歳)を対象とした遊び・活動空間 

大型遊具ひろば 大型遊具を設置し、身体を使った遊びができる空間 

見守り機能・交流機能 

保護者が子どもを見守りながら安心して過ごせる環境を確保する

とともに、親同士や子ども同士が交流できる場として活用する。 

交流・見守りサロン 保護者同士や子ども同士の交流や休憩、子どもを見守りなが

ら滞在できる空間 約 140m² 

絵本の部屋 絵本の読み聞かせや静かな遊びができる空間 

活動支援機能 

多目的室を設け、子育て相談や活動の場として活用する。 

多目的室 子育て相談やイベント活動に利用する空間 
約 50m² 

控室 更衣や休憩、待機のための空間 

利便・管理機能 

ロッカーやベビーカー置き場、授乳室、エントランス、事務室、

トイレ、倉庫などを配置し、利用者の利便性と施設管理の効率化

を図る。 

事務室 施設運営に関する事務を行う空間 

約 460m² 
トイレ 利用者のための衛生設備 

授乳室 乳幼児の授乳やおむつ替えができる空間 

倉庫 備品等を保管するための空間 

屋外活動機能 

屋内遊戯施設に隣接して、子どもが自由に遊べる広場を整備し、

屋外でのびのびと体を動かせる環境を確保する。 

屋外広場 
屋内の遊び場を補完し、子どもがのびのびと体を動かせる屋

外空間 
約 2,000m² 

 

 

「子どもが安全・安心に遊び、親子が交流できる屋内外施設の創出」 

令和８年度第１回 

栗原市子ども・子育て会議 資料１ 

令和８年４月２８日 

１ 



② 配置・平面計画                【施設整備のイメージ図】 

（１）年齢別ゾーニングによる安全な遊び場環境の確保 

１階に乳幼児室、幼児室、大型遊具ひろばを配置する 

ことで、発達段階に応じた遊び空間を確保します。 

（２）見守りやすい中心型の空間構成 

２階に交流・見守りサロンを中心に配置することで、 

保護者が見守りやすい空間構成とします。 

（３）屋内外の遊び空間の確保 

屋内遊戯場と隣接して屋外あそび場を配置すること 

で、屋内外での遊びが可能な空間構成とします。 

（４）利便性と管理性を考慮した動線計画 

エントランスを中心に各室へアクセスしやすくする 

ことで、利用者の利便性と施設管理の効率性を確保 

します。 

（５）周辺商業施設との回遊性を高める動線計画 

周辺商業施設との連携を図ることで、来訪者の立ち 

寄りを促進します。 

４ 整備・管理運営手法 

① 整備スケジュール 

整備スケジュールは、次のとおり予定しています。 

なお、本スケジュールは現時点での想定であり、今後の設計検討や関係機関との

調整等により変更となる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 概算事業費 

事業手法が未定であるため、現時点では、近年の施設整備の実績等を勘案し、 

簡易的な手法で算定したところ、整備費 13 億円程度と見込まれます。また、財源

については、国等の交付金・補助金及び合併特例債の活用を検討します。 

なお、今後予定する実施設計の内容や社会経済情勢の変化に伴う資材価格等の動

向により、事業費が変動する場合があります。 

③ 整備手法 

発注方式 従来方式(分離発注方式) ＤＢＯ方式 ＰＦＩ（ＢＴＯ方式） 

概  要 

設計・施工を分離発注する方式 市が資金を用意し、民間事業者に設計・施工・

運営を一体的に委託する方式。 

財政支出は初期に大きい。 

民間事業者が資金調達し施設整備を行い、完成

後に市へ所有権を移転した上で、運営を行う方

式。 

初期の財政負担を平準化できる。 

発注形態 仕様発注 必要な性能・機能を指定する発注 必要な性能・機能を指定する発注 

事業期間 

設計・施工が分離されるため全体の期間は

長期化する傾向にある。 

設計・施工を一体で実施するため従来方式

より工期の短縮が可能となる。 

事業者選定・契約手続きに他の方式と比較

して長い期間を要する。 

特  徴 

設計内容を確定した上で施工を発注するた

め、積算根拠が明確で、入札における透明性・

公平性が高い。一方で、設計と施工の事業者

が別となるため、調整に一定の期間を要す

る。運営事業者の意図を設計に反映すること

が難しい。 

設計段階から運営を見据えた整備が可能で、

供用後の運営品質・安全性の確保に有利。発

注段階で要求水準・モニタリング条件が重要

である。 

資金調達を含めた民間ノウハウの活用によ

り効率的な整備・管理運営が期待できる。 

PFI に適した事業規模・期間の確保が必要で

ある。費用負担の平準化が可能。 

【評価】 

従来型分離発注方式は、運営視点が設計に反

映されにくく、屋内遊び場への適合性は低い

と考えられる。 

DBO方式は、設計段階から運営視点を最大限

反映でき、安全性・運営品質・早期供用のバ

ランスに優れており、栗原市における屋内

遊戯施設の最有力案と考えられる。 

費用負担の平準化が可能である。 

事業規模等によっては民間事業者の参入が

見込まれない可能性がある。収益性優先の運

営になる恐れがある。 

 

④ 管理運営手法 

手法 

公設公営 公設民営 民設民営 

直営 指定管理 ＤＢＯ方式 PFI【BTO方式】 

概 要 

市職員が管理

運営を担う 

民間事業者が

管理運営を担

う 

民間事業者が運

営を担う 

民間事業者が運

営を行う 

メリット 

公共性や公平

性を確保しや

すい 

運営コストの

縮減や民間ノ

ウハウの活用

が可能 

運営を見据えた

施設整備や早期

供用が可能 

民間資金を活用

し整備するた

め、財政負担の

平準化が図れる 

デメリット 

運営コストが

高くなり、職

員異動により

専門性の蓄積

が難しい 

事業者の改善

や新たな事業

展開を進めに

くい 

契約条件等の整

理や発注準備に

一定の負担を要

する 

事業規模が小さ

い施設では適用

が難しい場合が

ある 

財政負担 高 中 中 低〜中 

適用例 小規模・試行 
既存施設・ 

新規施設 
新規施設 大規模施設 

 

 

１階 ２階 

２ 


